
論

説
「
公

正

な

競

争

」

と

「
自

由

な

競

争

」

(
1

)

1
ー

独
禁
法
二
条
九
項

「
公
正
競
争
阻
害
性
」
要
件
の
解
釈
に
つ
い
て
ー
ー

高

橋

岩

和

一二四 三

目

次

問
題

の
所
在

「公

正
競
争
阻
害
性
」
を
め
ぐ
る
学
説

の
検
討

二

)

「不
公
正
な
取
引
方
法
」

の
基
本
的
性
格
1

「力
」

の
濫
用
と
競
争

の
阻
害

(二
)

「公
正
な
競
争
」

の
概
念
1

「自
由
な
競
争
」

と
の
関
係

(三
)
公

正
な
競
争
を

「
阻
害
す

る
お
そ
れ
」
1

「
競
争

の
減
殺
」
と

の
関
係

「
公

正
競
争
阻
害
性
」
要
件

の
解
釈

に

つ
い
て

お
わ
り

に

お

問
題
の
所
在

日
本

に
お
け

る
事
業
者

間
取
引
、
特

に
生
産

に
関

わ
る
場
合

に
お

い
て
、

一
般

に
取
引
先

と

の
間

で
固
定
的

・
継
続
的
な
取
引
関
係

が

形
成

さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
当
該

取
引
関
係

に
あ

る
事
業
者
以
外

の
も

の
に
対
し
て
は
排
他
的

・
閉
鎖
的
な
取
引
関
係

と
な

り
や
す

い
も
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の
で
あ
る
。
自
動

車
産
業
を
典
型

と
す

る
組

み
立

て
型
産

業

に

つ
い
て
み
る
な
ら

ば
、
組

み
立

て
メ
ー
カ
!
は
、
ω
原
材
料

メ
ー
カ
ー
な

ど
の
特
定

の
メ
ー
カ
ー
や
商
社

と

の
間

で
、
②
下
請
事
業
者

と

の
間

で
、
固
定
的

・
継
続
的
関
係
を
築

い
て

い
る
。

こ
の
よ
う

な
生
産

に

関

わ
る
取
引
関
係

に

つ
い
て
、
公
正
取
引
委

員
会
事
務
局

の

「
流
通

・
取
引
慣
行

に
関

す

る
独
占
禁

止
法

上

の
指

針
」

(以
下
で
は

「
流

通

・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
な
い
し
単
に

「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と

い
う
)
は
、

「第

一
部

事
業
者
間
取
引

の
継
続
性

・
排
他

性

に
関

す

る
独
占
禁
止
法

上

の
指
針
」

で
、

[主

と
し

て
生
産
財

・
資
本
財

の
生

産
者

と
需

要
者

と

の
間

の
取
引
を
念
頭

に
お

い
て
、
継
続
的

な
取

引
関
係
を
形
成

・
維
持
す

る
た
め
に
行

わ
れ
、
又
は

こ
れ
を
背

景
と
し

て
行

わ
れ
る
、
競
争
者

の
新

規
参

入
を
阻
止
し
又
は
競
争
者
を
排

除
す

る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
」

に

つ
い
て
独
占
禁
止
法
上

の
考
え
方
を

明
ら

か
に
す

る
と
し

て
、
顧
客
獲
得
競
争

の
制

限
、
共
同

ボ
イ

コ

ッ
ト
、
単
独

の
取
引
拒
否
、
取
引
先
事
業
者

に
対
す
る
自

己

の
競
争
者

と
の
取
引

の
制
限
、
不
当

な
相
互
取
引
、
対
抗
的
価
格
設
定

に
よ

る
競
争
者
と

の
取
引

の
制

限
、
継
続
的
な
取
引
関
係
を
背

景
と
す

る
優
越
的
地
位

の
濫
用
行
為
、
取

引
先
事
業
者

の
株
式

の
取
得

・
所
有

に
よ
る
競
争
阻
害
な
ど

の
違
法

と
な
る
行
為
類
型
を
あ
げ

て

い
る
。

ま
た
、
流
通

に
関
わ

る
事
業
者
間
取
引

に

つ
い
て
も
、

固
定
的

・
継
続
的
な
取
引
関
係
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
生
産

に
関

わ
る
場
合
と

同
様

に
、
排
他

的

・
閉
鎖
的
性
格

を
帯

び
る
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
流
通

に
関
わ
る
取
引
慣
行

に

つ
い
て
は
、
流
通

・
取
引
慣
行
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン

「第

二
部

流
通
分

野
に
お
け

る
取
引

に
関

す

る
独
占
禁
止
法
上

の
指
針

」

で
、

「主

と
し
て
消
費

財
が
消
費
者

の
手

元

に

渡
る
ま

で
の
流
通
取
引
を
念

頭
に
お

い
て
、
ω

メ
ー
カ
ー

が
、
流
通
業
者

に
対
し

て
行
う

、
販
売
価
格
、
取
扱

い
商

品
、

販
売
地
域
、
取

引
先
等

の
制
限
、
リ

ベ
ー
ト

の
供
与
、
経
営
関
与
、
及
び
②
小
売
業
者

と
納
入
業
者
と

の
取
引
に
お
け

る
、
押

し
付
け

販
売
、
返
品
、
従

業
貝
等

の
派
遣

の
要
請
、
協
賛
金
等

の
負
担

の
要
請
、
多

頻
度

小

口
配
送
等

の
要
請
」

に

つ
い
て
独
禁
法
上

の
考
え
方
を

明
ら

か
に
す

る

と
し
て

い
る
。

流
通

・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
お

い
て
は
、
以
上

の
生
産

お
よ

び
流
通

に
関
わ
る
行
為

の
諸
類
型

に

つ
い
て
、
違
法
性
判
断
基
準
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衡

と
し

て
、

ω

「
原
則
と
し

て
違
法

と
な

る
行
為
類
型
」

と
、
そ
れ
以
外

の
②

「
当
該
行
為

の
市
場

へ
の
影
響
を
個
別

具
体
的

に
判
断
し
て

違
法

と
な
る
行
為
類

型
」

の
二

つ
が
示
さ
れ

て

い
る
。
ω

に
該
当
す

る

の
は
、
顧
客
獲
得
競
争

の
制

限
、
共

同
ボ
イ

コ
ッ
ト

(以
上
第

一

部
関
係
)
、
再

販
売
価
格
維
持
行
為
、
購
入
強
制
、
安
売

り
業
者

へ
の
販
売

禁
止

(以
上
第
二
部
関
係
)
な

ど
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
取
引
行

為

は
そ
れ
自
体

が
反
競
争

的
性
質
を
有
す

る
と
評
価

さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
②

の
場
合

は
、
通
常

の
取
引
行
為

で
あ

る
が
、
行
為
者

の
市

場

や
取
引

に
お
け

る
地
位

、
行
為

の
内
容
、
市
場

へ
の
影
響
な

ど
に
よ

っ
て
は
反
競
争

的
効
果

が
強

い
と
判
断
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

こ

の
場
合

の
違
法
性
判
断
基

準
は
、
第

一
に
、

「市

場
閉

鎖
効
果
」

で
あ

る
。

こ
れ
を
判
断
す
る

た
め
に
、
「
市
場

に
お
け

る
シ

ェ
ア
が

一
〇

パ
ー

セ

ン
ト
以
上
、
又

は
そ

の
順
位

が
上
位

三
位
以
内

で
あ

る

こ
と
」

を

「市

場

に
お
け

る
有

力
な
事
業
者

(メ
ー

カ
ー
)
」

(定
義

に

つ

い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

一
部

(注

7
)
、
第
二
部

(注
4
)
参
照
)
と
し
、

こ
の
事
業
者

の
お

こ
な
う
行

為

に
よ
り

「
競
争
者

の
取

引

の
機

会

が
減
少
し
、
他

に
代

わ
り
う

る
取
引
先
を
容
易

に
見
出
す

こ
と
が

で
き
な

く
な

る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
」

(ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第

{
部

(注

7
)
お
よ
び

(注
9
)
参
照
)
、
な

い
し

「
新
規
参

入
者

や
既
存

の
競
争
者

に
と

っ
て
代
替
的
な

流
通
経
路
を
容
易

に
確
保
す

る

こ
と
が

で

き
な
く
な

る
お
そ
れ

が
あ

る
場
合
」

(ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第

二
部

(注
4
)
お
よ
び

(注
5
)
参
照
)
に
違
法

と
な

る

と
す

る
。

例
え

ば
、

「市

場

に
お
け

る
有

力
な
事
業
者
」

が
、

「
取
引
先
事
業

者

に
対

し
自
己

(中
略
)

の
競
争
者

と
取
引

し
な

い
よ
う
拘
束
す

る
条
件
を
付
け

て

取
引
す

る
行
為

(中
略
)
を
行

い
、

こ
れ

に
よ

っ
て
競
争
者

の
取
引

の
機
会

が
減
少
し
、
他

に
代

わ
り
う

る
取
引
先

を
容
易

に
見
出
す

こ

と
が
で
き

な
く
な

る
お
そ
れ

が
あ

る
場
合
」

(ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第

一
部
第
四
2
参
照
)
や
、
「
市
場

に
お
け

る
有

力
な

メ
i
ヵ
ー
」

が
、
「
競

争

品

の
取
扱

い
制

限
を
行

い
、

こ
れ

に
よ

っ
て
新
規
参

入
者

や
既
存

の
競
争
者

に
と

っ
て
代
替
的
な
流
通
経
路
を
容
易

に
確
保
す

る

こ
と

が
で
き
な

く
な

る
お
そ
れ

が
あ

る
場
合
」
な

ど
が
違

法

と
さ
れ
る

(ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第
二
部
第
二
2

(2
)
参
照
)
。
第

二

の
違
法
性

判
断

基
準

は
、

「
価
格
維
持
効
果
」

で
あ

る
。
例

え
ば
、

「
市
場

に
お
け

る
有
力

な

メ
ー

ヵ
ー
」
が
、

「
流
通
業
者

に
対
し
厳
格

な
地
域
制
限
を

行

い
、

こ
れ

に
よ

っ
て
当
該
商

品

の
価
格

が
維
持
さ

れ
る
お
そ
れ

が
あ

る
場
合
」
な
ど
が
違
法

と
さ
れ
る

(ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第
二
部
第
二
3



66神奈川法学第30巻 第3号coos)

(3
)
参
照
)
。
第

三

の
違
法

性
判
断
基
準

は
、
「
取
引
上

の
優
越
的

地
位

の
濫

用
」

で
あ

る
。

こ
れ
を
判
断

す

る

た
め
に
、
取

引

の

一
方

の
当
事
者

(甲
)
と
他
方

の
当
事
者

(乙
)

に

つ
い
て
、
乙

に
と

っ
て
甲
と

の
取

引

の
継
続

が
困

難

に
な

る

こ
と

が
事
業
経
営
上

大
き
な

支
障

を
き
た
す

た
め
、
甲

が
乙
に
と

っ
て
著
し
く
不
利
益

な
要
請
を
行

っ
て
も
、

乙
が

こ
れ
を
受
け
入
れ
ざ

る
を
得

な

い
よ
う
な
場
合

に

お
け

る
甲
を

「
取
引
上

優
越

し
た
地
位

に
あ

る
事
業
者
」

と
し

(ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
第

一
部

(注
13
)
お
よ
び
第
二
部
第
五
1

(2
)
参
照
)
、

同
事
業
者
、
例
え

ば
大
規
模
小
売
業
者

が
納
入
業
者

に
対
し
て
行
う

「
正
常

な
商
慣
習

に
照
ら
し

て
不
当

に
不
利
益

を
与
え

る
よ
う
な
」

押

し
付
け
販
売
、

返
品
、
従
業
員

の
派
遣

の
要
請
、
協
賛
金

の
負

担

の
要
請

、
多

頻
度
小

口
配
送

の
要
請
等

を
違
法

と
し

て

い
る

(ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
第
二
部
第
五
お
よ
び
第

一
部
第
六
2
参
照
)
。

以
上

の
よ
う
な

流
通

・
取
引
慣
行

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
お
け
る
違
法

性
判
断
基
準

に
つ

い
て
は
、
ω

「市

場

に
お
け

る
有
力
な
事
業
者
」

基
準

の
是
非
、
②
違
法
性
判
断
基
準

の

「
原
則

と
し

て
違
法

と
な
る
行
為
類

型
」

と
、

そ
れ
以
外

の

「
当
該
行
為

の
市
場

へ
の
影
響
を
個

別
具
体
的

に
判
断

し
て
違
法

と
な

る
行
為
類
型
」

へ
の
二
分
法
と
、

後
者

に
お
け

る
市
場
閉
鎖
効
果
、
価
格
維
持
効

果
と

い
っ
た
判
断
基

準

の
是
非
、
㈹

「
取

引
上
優
越
的
し

た
地
位

に
あ

る
事
業
者

」

の
優

越
的
地
位

の
濫
用
を
判
断
す

る
に
際

し

て
の
公
正
競
争
阻
害
性
要
件

の
解
釈
と

い
っ
た

こ
と
が
問
題

と
な

る
。
本
稿

は
、
流
通

・
取
引
慣

行
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に
お

い
て
違
法
性
判
断
基
準

と
し
て
示
さ
れ

て

い

る

「
公
正
競
争

阻
害
性
」
判
断

の
枠
組

み
の
論
理
構
造

に

つ
い
て
、
従
来

の
学
説
を
整

理
し

つ
つ
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
若
干

の
検
討

を
し

て
み
よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

二

「公
正
競
争
阻
害
性
」
を
め
ぐ
る
学
説
の
検
討

不
公

正
な
取
引
方
法

は
、

独
禁
法

二
条
九
項
各
号

の

一
に
該
当
す

る
行
為

で
あ

っ
て
、
「
公

正
な
競
争

を
阻
害
す

る
お
そ
れ

の
あ

る
も

の
」

(公
正
競
争
阻
害
性
)

の
う
ち
、
公
正
取

引
委
貝
会

が
指
定
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、
不

公
正
な
取
引
方
法

は
、
行
為
要
件
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と
し
て

一
定

の

「
取
引
方
法
」

の
行
為
類

型
を
定

め
、
実
質
的
要
件
と
し
て
、

そ
れ
ら
行
為
類
型

に
該
当
す
る
行
為

が

「
不
公
正
」

で
あ

(
1

)

る

こ
と
、
す
な

わ
ち
公

正
競
争

阻
害
性

を
有
す

る

こ
と
と

い
う
規
定

の
構
造

を
と

っ
て

い
る
。
以
下
、

(
一
)
「
不
公

正
な
取
引
方
法
」

の

基
本
的
性
格
ー
ー

「
力
」

の
濫

用
と
競
争

の
阻
害
、

(二
)
「
公
正
な
競
争
」

の
概

念
l
l

「
自
由

な
競
争
」

と
の
関
係
、

(三
)
公

正
な

競
争

を

「
阻
害
す

る
お
そ
れ
」
1

「
競
争

の
減
殺
」

と
の
関
係

と

い
う

順
序

で
公
正
競
争
阻
害
性

の
と
ら
え
方

に
関
す

る
学
説

に

つ
き
検

討
す

る

こ
と
に
し
よ
う
。

(
一
)

「不
公
正
な
取
引
方
法
」
の
基
本
的
性
格
ー

「力
」
の
濫
用
と
競
争
の
阻
害

不

公
正
な
取
引
方
法

の
基
本
的
性
格

に

つ
い
て
は
、
基
本
的

に
二

つ
の
考

え
方

が
あ

る
。
第

一
説

は
、
不
公
正
な
取
引
方
法

の
基
本
的

性
格

は

「
競
争

の
阻
害
行
為
」

で
あ

る
と
す

る
も

の
で
あ

る
。
第
二
説

は
、

こ
れ

に
対

し
て
、
基
本
的

に
経
済
的

強
者

の
お

こ
な
う

「
力

の
濫

用
行
為
」

で
あ

る
と
す

る
も

の
で
あ

る
。
第

二
説

か
ら

み
て
お
く
と
、

次

の
よ
う

に
述

べ
ら
れ

て

い
る
。

個

々
の
大
企
業
、
支
配
的
資
本
を
支
配
者

と
す

る
個
別
的
従
属
関
係

に

つ
い
て
は
、

か
か
る
関
係

の
存
在
前

提
と
し

て
、
支
配
的

(
2

)

地
位

に
あ

る
も

の
の

「
力
」

の
濫

用
規
制

と

い
う

か
た
ち

で
、
「
不
公

正
な
取
引
方
法
」

の
禁
止

に
よ
る
規
制

が
加
え
ら
れ

る
。

こ
れ
に
対
し

て
、
第

一
説
は
次

の
よ
う

に
述

べ
る
。

本
号

(二
条
九
項
五
号

[取
引
上

の
地
位

の
不
当
利
用
]
ー
筆
者
)
を
、
不
公

正
な
取
引
方
法

の

一
つ
の
典

型

と
し

て
と
ら
え
、
他

の
各
号

の
全
部
ま

た
は

一
部

を
そ

の

コ
ロ
ラ
リ
ー

と
し

て
位
置

づ
け
る
よ
う

な
見
方

に
は
、
何

の
根
拠
も
な

い
こ
と

に
注
意
す

る
必

要

が
あ

る
。

他

の
各
号

に
該
当
す

る
行
為

の
内

に
は
、
取
引
上

の
優

越
的
地
位

に
由
来
す

る
も

の
は
あ

る
が
、
そ

の
不
当
性

は
、
あ

(
3

)

く
ま

で
、
本

来

の
意

味

の
公
正
競
争

阻
害
性

に
基

づ
く

の
で
あ

っ
て
、

相
手

方

に
対
す

る
力

の
不
当
行
使
を
指
す

の
で
は
な

い
。

以
上

の
学
説

の
差

は
、
不

公
正
な
取
引
方
法

の
基
本
的
性
格
を

「
支
配
的

地
位

に
あ
る
も

の
の

『力
』

の
濫
用
」
と
し

て
と
ら
え
る
か
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否

か
で
あ

る
。
第
二
説

は
不

公
正
な
取
引
方
法

の
基
本
的
性
格
を

「
相
手
方

に
対
す

る
力

の
不
当
行
使
」
と
み
て

「
本
来

の
意
味

の
公

正

競
争
阻
害
性
」
を
根
拠
と
し
て
と
ら
え
て

い
な

い
と
第

一
説

か
ら
批
判

さ
れ

て
い
る

の
で
、
第

一
説
は
逆
に
、
不
公

正
な
取
引
方
法

の
基

本
的
性
格
を

「
支
配
的
地
位

に
あ

る
も

の
の

『
力
』

の
濫
用
」
と
し
て
は
と
ら
え

て

い
な

い
こ
と

に
な
る
。
し

か
し
な

が
ら
第

一
説

に
お

い
て
は
、
「
不
公
正
な
取
引
方
法

が
、
多

か
れ
少

な
か
れ
、
優
越

し
た
経
済
力

の
不
当
利
用

の
現
れ

で
あ

る

こ
と
」

と

い
う

認
識

か
ら
出

発
し

て
、
不
公
正
な
取
引
方
法

の
禁
止

の
趣
旨
を

「
私
的
独
占

の
形
成
を
未
然

に
防
ぐ
目
的

の
下

に
、

そ

の
手
段
と
な
る
行
為
を
禁
止
し

(
4

)

た
も

の
」

で
あ
る
と
説

い
て

い
る
と

こ
ろ

か
ら
す

る
と
、
不

公
正
な
取
引
方
法

の
基
本
的
性
格

を

「
支
配
的
地
位

に
あ

る
も

の
の

『
力
』

の
濫
用
」

と
し

て
の
面
も
含

め
て
と
ら
え

て

い
る
と
も

い
え
、

こ
の
意
味

で
は
第

一
説
と

の
間

に
基
本
的
認
識

の
差

は
さ
ほ
ど
な

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
他
方

で
第
二
説
も
、
「
か
か
る
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

の
制
限

が
行

わ
れ
る
場
合

は
、

と
り
わ
け

「
力
」

の
差
異
を
前

提

と
し
た
強
者

に
よ
る
制
限

と
し

て
具
体
化
す

る

の
が

一
般

で
あ
り
、

か
か
る
制

限
は
、
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使
を
制
限

さ
れ
た
取
引

主

体
を
含
む
競
争

に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
通
し
て
、
直
接

に
市
場

に
お
け
る
競
争
秩
序

に
影
響
す

る
可
能

性
が
あ

る
と
同
時

に
、

か
か

る
制

限
を
課
し
た
取
引
主
体
を
含

む
競
争

に
影
響
を
与

え
る

こ
と
を
通
し

て
も
間

接
的

に
市
場

に
お
け
る
競
争

に
影
響
を
与
え
る

こ
と
に

(5

)

な
る
」
と
述

べ
て
、

「本
来

の
意
味

の
公

正
競
争

阻
害

性
」
要
件

を
充

足
す

る

こ
と
を
・王
張
し

て

い
る
の
で
、

両
説

と
も

「
公
正
競
争

阻

害
性
」

の
意
味
を
、

「
『
力
』

の
濫
用

↓
公
正
競
争

阻
害

性
」

と

い
う
基

本
構
造

に
お

い
て
と
ら

え

て

い
る
点

は
共
通

で
あ

る
と
解

さ
れ

る
。
そ

こ
で
、
両
説

の
違

い
は
結

局
、

「
公
正
競
争

阻
害

性
」
要
件

の
解

釈

に

つ
い
て
、

「
競
争

を
阻
害
す

る
お
そ
れ
」
を
ど

の
水
準

で
と

ら
え
る
か
と

い
う
点

に
帰
着
す

る
と
考

え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

特
に
第

一
説
を
発
展
さ

せ
た
と
思
わ
れ
る
独
占
禁
止
法
研
究
会

に
お
け
る

「
公
正
競
争

阻
害
性
」

の
と
ら
え
方

(第
三
説
)
は
、

「
競
争

を
阻
害
す

る
お

そ
れ
」
を

「
競
争

の
減
殺

」
と

い
う
水

準

で
と
ら
え
て

い
る

点

で
、
第

二
説

と
明
瞭

に
対
立
す

る

こ
と
に
な

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
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(
二
)

「
公
正
な
競
争
」

の
概
ムや
l
l

「自
由

な
競
争
」

と
の
関
係

ω
序
論
-

学
説
の

一
覧

「
公
正
な
競
争

」

の
と
ら
え
方

は
、

「自
由

な

競
争

」

の
と
ら
え
方

と
関

係

し

て
、

表
1

「公
正
な
競
争
」
の
概
念

表

1

に

み
る
よ
う

に
三
説

に
大
別

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

公
正
な
競
争

の
概

念公
正
な
競
争

を
成

立

・
維
持

さ
せ
る

条

件
公
正
な
競
争
と
自

由
な
競
争

の
関
係

第

一
説

第
二
説

第
三
説

「
能
率
競
争

」
食

質

・
廉
価
な
商
品
又
は
役

公
正
な
競
争
を
積
極
的

に
定
義

せ
ず
、

務
の
提
供
を
唯

一
の
罫
段
と
し
て
顧
客
を
獲
得

公
正
な
競
争
を
成
立

・
維
持

さ

せ
る
次

し
よ
う
と
す
る
こ
と
)

の
条
件
を
示
す

こ
と

に
よ
り
、
間
接
的

に
公

正
な
競
争
を
定
義

す
る
。

①
市
場
参
加
者

が
、
競
争

機
能

を
自

由

に
発
揮
し
う

る
状
態
が
保

た
れ

て
い

る

こ
と
、
同
時

に
②
価
格

・
品
質
な
ど

を
め
ぐ

っ
て
行

わ
れ

る
競
争
行
為

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
る
自
由
な
競
争

の
状
態

が
あ

る

こ
と
。

「
公
正

な
競
争

の
基
盤

は
、
自
由

な

競

「
(公
正
な
競
争
は
)
市

場

に
お
け

る
自
由

争

に
あ

る
」
。

な
競
争

秩
序

を
、
公

正
な

か
た
ち
で
維

隔

す

る

こ
と
を
意
味
す

る
L
.

上

に
同
じ

「①

自
由
な
競
争

②
競
争
手
段

の

公
正
さ
、
③
自
由
競
争

基
盤

の
確
保

の

三

つ
の
条
件

が
保
た
れ
て

い
る

こ
と
を

も

て
、

公
正
な
競
争
秩
序
と
観
念
」
す

る
。

②
第

一
説

第

一
説

に
お

い
て
、

「
公
正
な
競
争
」

の
概
念

は
、
独
占
禁

止
法

一
条

の
目
的
規
定

に
お
け

る

「
公

正
且

つ
自
由

な
競
争
を
促

進
」

「
自
由
な
競
争
」

お
よ
び

「
公
正
な
競
争
」

の
意
味
す

る
と
こ
ろ

と
し

て
、
次

の
よ
う

に
説
か
れ
て

い
る
。

の
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「
公

正
且

つ
自
由

な
競

争

の
促

進

」

と

は
、

こ

の
法
律

が
、
市

場

の
も

つ
価

格

形

成

機

能

(市

場
機
能

と
も

い
う
)

が

充

分

に
働

く

よ
う

な

競

争

秩

序

を

形

成

す

る

こ
と

を
目

的

と
す

る
も

の
で
あ

る

こ
と

を

示

し

て

い
る
。

そ
し

て

そ

の
た

め

に
は
、

㈲
市

場

に
お

け

る
競
争

が
自

由

で
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
が
、

こ
れ

に

は

(イ

)

競

争
者

の
市

場

へ
の
参

入

・
離

脱

が
妨

げ

ら

れ

て

い
な

い
こ

と
、

お

よ

び

(
ロ
)

市

場

に
お

い
て

は
、

競

争

者

間

に

お

い
て
、

力

の
差

が
余

り

大

き

く

な
く

、

ま

た
競

争

回

避

的

行

動

が
な

い
た

め

に
、

競

争

が
自

由

に
行

わ

れ

て

い
る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

つ
ぎ

に
、

競
争

が

自
由

に
行

わ

れ

て

い
る
状

況

の
も

と

に

お

い
て
も
、

㈲

そ

の
競
争

は

、

良

質

・
廉

価

な
商

品

ま

た

は
役

務

の
提

供

と

い
う

能

率
競

争

を

中

心

と
し

て
行

わ

れ

る

こ
と

が
必

要

で
あ

り
、

こ
れ
を

(
6

)

公

正

な

競
争

と

呼

ん

で

い
る
」
。

同

説

に
お

い
て

「
公

正
な

競

争

」

と

「
自

由

な

競
争

」

は

区
別

さ

れ

て

い
る
。

「
自
由

な

競

争

」

は

「
市

場

の
開
放

(新
規
参

入
阻
止
や

ボ
イ

コ
ッ
ト
な
ど

の
な

い
状
態
)
」

と

「
競

争

者

間

の
競
争

の
自

由

(共

同
行

為
な

ど

の
な

い
状
態
)
」

と

を
指

標

と

し

て

理

解

さ

れ
、

こ

の

よ
う

な

自
由

な
競

争

が
行

わ

れ

て

い
る
場

合

に
お

い
て
、

そ

れ

を
前

提

と
し

て
、

そ

の
競
争

が
企

業

の
能

率

11
良

質

・
廉

価

な
商

品

・
役

務

の
提

供
を

基

準

.
手

段

と

し

て
行

わ

れ

る

こ
と

(能

率
競
争
)

が

馬
公

正
な

競

争

」

と

解

さ

れ

て

い
る
。

そ

し

て
、

両
者

に
よ

り

、
全

体

と
し

て

の

「
自

由

競
争

経

済

秩
序

」

の
維

持

が
図

ら

れ

る

と
さ

れ

て

い
る

。
第

一
説

は
、

独
占

禁

止

法

一
条

の
目

的

規

定

に

お

け

る

「
公

正
且

つ
自
由

な

競
争

を
促

進

」

の
意

味

す

る

と

こ
ろ

を

こ

の
よ
う

に
解

し

た
う

え

で
、

「
公

正
競

争

阻

害

性

」

に
お
け

る

「
公

正

な
競

争

」

に

つ
い
て

は
次

の
よ

う

に
述

べ
る
。

公

正
な

競
争

の
阻

害

と

は

ど
う

い
う

こ
と

か
。

そ

れ

は
第

一
に
、

取

引

方

法
自

体

が
非

難

に
値

す

る

も

の

で
、

こ
れ

を
放

任

し

て

お
く

こ
と

が
、

公

正

な
競

争

秩

序

を
維

持

し

て
ゆ

く

上

に
、
好

ま

し
く

な

い
場
A
口
を

あ

げ

る

こ
と

が

で
き

よ
う

。

第

二

に
、

公

正
な

競

争

の
基

盤

は
、

自

由

な
競

争

に
あ

る

か
ら

、

自

由

競
争

を

困
難

な

ら

し

め

る
よ

う

な

、

経

済

力

の
集

中

又

は
特

定

の
事

業

者

の
市

(
7

)

場

か
ら

の
排
除
を
生
ず

る
場
合
を
あ
げ

る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
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刀

同
様

に
次

の
よ
う
に
も
説

か
れ
て

い
る
。

公
正
な
競
争

を
阻
害
す

る
お
そ
れ
と
は
ど
う

い
う

こ
と
か
。
そ
れ

は

(中
略
)
、

ω
市
場

に
お
け

る
競
争

が
自
由

で
あ
り
、
且

つ
、

②
そ

こ
に
お
け
る
競
争

が
公

正
に
行
わ
れ
て

い
る
状
態
を
侵
害
す
る

お
そ
れ

の
あ

る

こ
と
を
意
味
し

て

い
る
。
そ
し
て
ω

は
、
市
場

参
入

の
自
由

と
、
市
場

に
お
け

る
競
争

の
自
由

が
妨
げ

ら
れ
て

い
な

い
状
態

で
あ
り
、
②

は
、

そ

の
競
争

が
、
良
質
廉
価
な
商

品
ま

た
は
役
務

の
提
供

に
よ

る
能

率
競
争

を
本
位

と
し
て
行

わ
れ
て

い
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う

な
、
自
由
且

つ
公
正
な
競
争

秩

(
8

)

序

に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ

れ
の
あ
る
行
為

が
、

「
公
正
な
競
争
を

阻
害
す

る
お
そ
れ
」

に
該
当
す

る

の
で
あ

る
。

同
説

に
お

い
て
は
、
公
正
競
争

阻
害
性

の
概
念

に
お
け
る

「
公
正
な
競
争
」

の
意

味
と
し

て
、
「
良

質

・
廉
価

な
商

品
ま

た
は
役
務

の

提
供
と

い
う
能
率
競
争

を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
る

こ
と
が
必
要

で
あ
り
、

こ
れ
を
公
正
な
競
争

と
呼

ん
で

い
る
」
と
さ
れ
る

「
公
正
な
競

争

(能
率
競
争
)
」

(狭
義
)
の
他

に
、

「
公
正
な
競
争

の
基
盤
」

で
あ

る

「
自
由
な

競
争

」
が
加
え
ら

れ
て
、

「
自
由
且

つ
公

正
な

競
争

秩

序

」
が

「
公
正
な
競
争
」

(広
義
)
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
点

に
特
徴
が
あ
る
。

同
説

の
問
題
点

は
第

　
に
、

こ
の

「
公
正
な
競
争
」
を

と
ら
え
る
た
め

の
理
論
的
枠
組

み

の
設
定
自
体

に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
同
説

は

そ

の
根
拠
と
し
て
、

「
公
正
な
競
争

の
理
想
型

は
、
同

じ
よ
う

な
規
模

の
競
争

者

が
多
数

存
在
し
、
そ

の
間

に
お

い
て
、
純

粋
な
、
能
率

に
よ
る
競
争

(良
質
廉
価
な
商
品
又
は
役
務

の
提
供
を
唯

一
の
手
段
と
し
て
、
顧
客
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
)
が
行
わ
れ
る
状
態
を
指
す

」

が
、

こ
の
よ
う

な
公
正
な
競
争

の
理
想
型
と
し
て

の
能
率

競
争

は
現
実

に
は
達
成
し

え
な

い
も

の
で
あ

り
、
「
従

っ
て
、
公
正
な
競
争

を

問
題
と
す

る
法

の
趣
旨

は
、
そ

の
積
極
的
実
現
を
図

る
と

い
う

よ
り
は
、
そ
れ
を
可
能

な
ら
し

め
る
条
件
を
破

壊
す

る
行
為

か
ら

の
防
衛

(
9

)

と

い
う

こ
と

に
、
重
点

が
あ
る
」

こ
と
が
あ
げ
ら

れ
て

い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、

こ
の
よ
う

に

「
公

正
な
競
争

」

の
概
念
を
解
す
る

こ
と

は
、

「
公
正
な
競
争

の
基
盤

で
あ

る
自
由

な
競
争

」
を

「
公
正
な
競
争
」

の
概
念

の
う

ち

に
含

め
、
そ

の
阻
害
を

「
公
正
な
競
争

」

の
阻

害

と
す

る

一
方

で
、
本
来

の

「
公
正
な
競
争

(能
率
競
争
)
」

の
阻
害
を
も

「
公
正
な
競
争
」

の
阻
害

と
す

る

こ
と

で
あ

り
、
「
公

正
な
競
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争

」

の
概
念

を
定
義
す

る

こ
と

の
意
味
を
失
わ

せ
、
論
理
的
整
合
性

に
欠
け

る

こ
と

に
な
る
。

ま
た
同
説

に
お
け

る
公
正
な
競
争

の
基
盤

で
あ

る

「自
由

な
競
争
」
を

公
正
な
競
争

の
概
念

に
含

め
る
た
め

の
論
理
展
開
1

①

公
正
な
競
争

の
理
想
型

と
し
て

の
能
率
競
争
は
現

実

に
は
達
成

し
え
な

い
、
②
従

っ
て
、
③

公
正
な
競
争

を
問
題

と
す

る
法

の
趣
旨

は
、

そ
れ
を
可
能
な
ら
し

め
る
条
件
を
破

壊
す

る
行
為

か
ら

の
防
衛

と

い
う

こ
と
に
重
点

が
あ
る

に
は
、
①
自
体

の
認
識

に
問
題
が
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
仮

に
①
を
前
提

と
し

て
も
、
③

が

導
き
出
さ
れ
る
必
然
性

は
な
く
、
①
ー
②

ー
③

の
間

に
必
ず
し
も
合
理
的
因
果
関
係

が
あ

る
と
は
解

さ
れ
な

い
。

こ
の
よ
う
な
あ

い
ま

い

な
論
理

で

「
公
正
な
競
争

の
基
盤

で
あ
る
自
由
な
競
争
」
を

「
公
正
な
競
争

」

の
概
念

の
う

ち
に
含

め
る
べ
き

で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

独

禁
法
二
条
九

項

の
規
定

の
構
造

か
ら

み
て
、

同
項
各
号
列
挙

の
行
為

の
あ

る
も

の
を
、

「
公
正
な
競
争

(能
率
競
争
)
」

で
は
な
く

「
公

正

な
競
争

の
基
盤

で
あ

る
自
由
競
争

」

の
範
疇

で
と
ら
え
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
合

理
的
根
拠

が
、
特

に
あ
る
と
は
思

え
な

い
の
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
独
禁
法

二
条
九
項

は
、
差
別
的
取

扱
、
不
当
対
価
、
顧
客
誘
引
、
拘
束
条
件
付
取
引
、
取
引
上

の
地
位

の
不
当
利

用
、
競
争
者

の
事
業

の
妨
害

・
内
部
撹
乱

と

い
う

一
定

の

[
取
引
方
法
」

に

つ
い
て

画
公
正
競
争
阻
害
性
」
を
判
断
す

る
と
構
成
し

て
お
り
、

こ
れ
ら

す

べ
て

の

掴
取
引
方

法
」

が

「
公

正
競
争

(能
率
競
争
)
」
と

の
関
係

で
競
争

阻
害

性
を
判
断

さ
れ
る
と
し

て

い
る
。

こ

の
規

定

の
構
造

か
ら

み
る
と
、

こ
れ
ら
取
引
方
法
を

「
そ
れ
自
体

が
非
難

に
値

す
る
も

の
」

と

「
そ
れ
自
体

は
非
難

に
値

し
な

い
も

の
」
と

に
わ
け
、
後

者

を

「
公
正
競
争

の
基
盤

た
る
自
由

な
競

争
」

と
の
関
係

で
競
争

阻
害
性

を
判
断

す

る
と
す

る

こ
と
は
、
す

べ
て

の

「
取
引

方
法
」
を

(
10

)

「
公

正
競
争

(能
率
競
争
)
」
と

の
関
係

で
競
争

阻
害
性
を
判
断
す

る
と

い
う
規
定

の
構
造

が
要
求
す

る
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
あ
ろ
う

。

③
第
三
説

叙
述

の
順
序

か
ら

い
う
と
次

に
第

二
説

の
検
討
を
す

る
こ
と

に
な
る
が
、
第

一
説

に

つ
い
て
述

べ
た
と

こ
ろ
は
同
説
を
基
礎

と
し

て
立

(
11

)

論

さ

れ

て

い
る
第

三

説

の
主
要

部

分

に

つ

い
て
も

あ

て

は
ま

る

の

で
、
第

三

説

を

先

に
検

討
す

る

こ
と

と

し

た

い
。

第

三
説

は
、

公

正

競

争

阻

害

性

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。



(415)「公正 な競争」 と 「自由な競 争」(1)

 

怨

「
『
公
正
な
競
争
』

と
は
次

の
よ
う

な
状
態

で
あ

る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
第

一
に
、
事
業
者
相
互
間

の
自
由
な
競
争

が

妨
げ
ら
れ
て

い
な

い
こ
と
、
及
び
事
業
者

が
そ

の
競
争

に
参
加
す

る
こ
と
が
妨

げ
ら
れ
て

い
な

い
こ
と

(自
由
な
競
争

の
確
保
)
。
第

二

に
、

自
由
な
競
争

が
価
格

・
品
質

・
サ
ー

ビ
ス
を
中
心

と
し

た
も

の

(能
率
競
争
)
で
あ

る

こ
と

に
よ

り
、
自
由

な
競
争

が
秩
序

づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と

(競
争
手
段
の
公
正
さ
の
確
保
)
。
第
三

に
、
取
引
主
体

が
取
引

の
諾

否
お
よ

び
取
引
条
件

に

つ
い
て
自
由

か

つ
自
主
的

に
判
断
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
取

引
が
行

わ
れ

て

い
る
と

い
う

、
自
由
な
競
争

の
基
盤

が
保
持

さ
れ

て

い
る

こ
と

(自
由
競

争
基
盤
の
確
保
)
。

こ
れ
は
、
①
自
由
な
競
争

の
確
保
、
②

競
争

手
段

の
公
正
さ

の
確
保
を
可
能

な
ら
し

め
る
前
提
条
件

で
も
あ
る
。

し

た
が

っ
て
、
①

自
由

な
競
争

の
確
保
、
②
競
争

手
段

の
公
正
さ
、
③
自
由
競
争
基
盤

の
確
保

の
三

つ
の
条
件

が
保

た
れ

て
い
る

こ
と
を
も

っ
て
公
正
な
競
争
秩
序

と
観

念
し
、

こ

の
よ
う

な
競
争
秩
序

に
対
し
悪

影
響

を

お
よ

ぼ
す

お
そ
れ

が
あ

る

こ
と
を
も

っ

て
、
公
正
競
争

阻
害
性

と
み
る

こ
と
が
で
き

る
。
独
占
禁
止
法
二
条
九

項
各
号

に
列
挙
さ
れ

て

い
る
行
為
類
型

は
、

こ
れ
ら
三

つ
の

条
件

の

い
ず

れ
か
又
は

い
く

つ
か
を
同
時

に
侵
害
す

る
も

の
で
あ
る
」
。

第
三
説

に
お

い
て

「
公
正
な
競
争
」

と
は
、

「取
引
主
体

が
取
引

の
諾
否
お
よ

び
取

引
条

件

に

つ
い
て
自
由

か

つ
自
主
的

に
判
断
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
取
引

が
行
わ
れ

て

い
る

こ
と
」

(自
由
競
争
基
盤

の
確
保
)
を
前
提

と
し

て
、
「
事
業
者
相

互
間

の
自
由

な
競
争
」

と

「
事

業
者

が
そ

の
競
争

に
参

入
す

る
こ
と
」

が
確
保
さ
れ

(自
由
な
競
争

の
確
保
)
、

こ
の

「
自
由
な
競
争
」

が

「
価
格

・
品
質

・
サ
ー

ビ

ス
を

(
12

〕

中

心

と
し
た
も

の

(能
率
競
争
)
」

で
あ

る

こ
と

(競
争
手
段
の
公
正
さ
)
に
よ
り
秩
序

づ
け
ら
れ

て

い
る
状
態

で
あ
る
。
同
説

に
お

い
て

は
、
出
発
点

と
し
て

の
ω
事
業
者

の
競
争
機
能

の
確
保
、
そ

の
こ
と

に
よ
り
成

立
す

る
②
自
由

競
争

の
確
保
、

そ

こ
で

の
㈹
価
格

・
品

質

・
サ
!

ビ
ス
を
中
心

と
し

た
競
争
手
段
と

い
う

3

つ
の
要
素

か
ら

「
公

正
な
競
争

」

の
概
念

が
構
成

さ
れ

て
い
る
。

第

三
説
は
、
第

一
説

お
よ

び
第

二
説
を
総
合
し
た
も

の
で
あ

る
と

い
わ
れ

て

い
る
。
す

な
わ
ち
、
自
由

競
争

基
盤

の
確
保

(11
事
業
者

の
競
争
機
能

の
確
保
)
は
第

二
説

の
事
業
者

の
競
争
機
能

の
確
保

の
概
念

に
依
拠
し
、
自
由
な
競
争

の
確

保

は
第

一
説

の

「
自
由
な

競
争
」
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の
概
念

に
依
拠

し
、
競
争
手
段

の
公
正
さ

は
第

一
説
お
よ

び
第

二
説

の

「
公

正
な

競
争
」

の
概
念

に
依
拠
し
て

い
る
。

こ
こ
で
、

公
正
な

競
争

と
自
由

な
競
争

の
関
係

に

つ
い
て
は
、
第

一
説

に
お

い
て

「
公
正
な
競
争

(能
率
競
争
)
」

が

「
自
由
な
競
争
を

基
盤

と
し

て
成
立

す

る
も

の
」

と
し
て
静
態
的

に
関

係

づ
け
ら
れ
る

に
と
ど
ま

っ
て
い
る

の
に
対
し
、
第
三
説

に
お

い
て
は

「
自
由
な
競
争
を
秩
序

づ
け

る

も

の
」

と
し

て
積
極
的

に
関
係
づ
け
ら
れ

て
お
り
、

こ
の
点

に
差

異
は
認

め
ら
れ

る
が
、
基
本
的

に

「
自
由
な
競
争

」

の
成

立
を
前
提
と

し
て

「
公
正
な
競
争
」

が
成
立
す

る
と

み
て

い
る
点

で
は
岡

一
で
あ

る
。
従

っ
て

「
公
正
な
競
争

」

の
概
念

に

つ
い
て
は
、
第
三
説

に

つ

い
て
も
、

「
自
由

な
競
争
」

を
含

め
て

い
る
点

で
第

一
説

に

つ
い
て
あ
げ
た
問
題
点

が
そ

の
ま
ま
妥
当
す

る
こ
と
に
な

ろ
う
。

さ
ら
に
、
第
三
説

は

「
自
由
競
争
基
盤

の
侵
害
」
を
公

正
競
争
阻
害

性

の

一
つ
の
場
合

と
し

て

い
る
。

こ
の
点

に

つ
き
、

「
自
由
競
争

基
盤

の
侵
害
」

は
、
市
場

に
お
け
る
自
由
な
競
争

そ

の
も

の
を
直
接
侵
害
す
る

お
そ
れ

の
あ
る
も

の
で
は
な

い
が
、
当
該

取
引

の
相
手
方

の
競
争
機
能

の
発
揮

の
妨
げ
と
な
る
行
為

で
あ
り
、

こ
の
よ
う

な
行
為

は
、
行
為
者

に
と

っ
て
競
争
者

と

の
関
係

に
お

い
て
競
争
上
優
位

に
立

つ
こ
と
と
な

り
、
ま

た
不
利

益
を
押
し

つ
け
ら
れ
た
相
手
方

に
と

っ
て
は
、
競
争
者

と

の
関
係

に
お

い
て
競
争
条
件

が
不
利

と
な
る

お
そ
れ
が
あ

る

こ
と
か
ら
、
行
為
者

が
優
越
的

地
位

に
あ

り
、

か

つ
そ

の
地
位
を
利
用
し

て
抑
圧
的

行
為
を
す

る
場

合
に
は

「
当
該
不
利

益

の
程
度
、
行
為

の
広

が
り
等
を
考
慮

し

て
公
正
な
競
争

秩
序

と
関

わ
り

が
あ

る
場
合

に
規
制
す

る

こ
と
と
な
ろ
う

」
と
説

明
さ
れ

て

い

る
。

こ
の
よ
う

な
整
理

に
対
し
て
は
、
「
自
由
競
争

基
盤
を
公

正
な
競
争

の
条

件

と
し
な

が
ら
、
そ

の
侵
害
が
公
正
な
競
争
秩
序

と
関

わ

(
13

)

り

の
あ

る
場

合

に
規

制

す

る
」

と

い
う

も

の

で
、

矛

盾

し

て

い
る

と
指

摘

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
点

、

第

一
説

の
立

場

か
ら

も

、

「
公

正

な

競
争

」

の
概

念

に

つ
い
て

は
、
②

自
由

競
争

の
確

保

、

偶

価

格

・
品

質

・
サ

ー

ビ

ス
を
中

心

と

し

た

競
争

手

段

か
ら
構

成

す

れ
ば

よ

く

、

(
14

)

ω
事
業
者

の
競
争
機
能

の
確
保

を
加
え
る

こ
と
に
は
根
拠

が
な

い
と
批
判
さ
れ

て

い
る
。

「
公
正
な
競
争

」

の
概
念

は
、

「
自
由
な
競
争
」
概
念

か
ら
区
別

さ
れ
る

の
み
な
ら
ず
、

「
自
由
競
争

基
盤

の
維
持
」
概
念

か
ら
も

明
確

に
区
別

さ
れ
た
も

の
と
し

て
概
念

構
成

さ
れ
る

べ
き
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
、
「
自
由

競
争

基
盤

の
維
持

」

の
場
合

を
含

む

と
す

る
第

三
説
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拓

の
立
場

は
妥
当

と
は

い
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

ω
第

二
説

次
に
第

二
説

で
あ
る

が
、

同
説

に
お

い
て

「
公

正
競
争
」

の
概
念

は
、

次

の
よ
う

に
解

さ
れ
て

い
る
。

「
公
正
な
競
争
」

と
は
、
市
場

に
お
け
る
公
正
な
競
争

の
状
態

で
あ
り
、
そ

れ
は
、
市
場

に
お
け

る
自
由

な
競
争

秩
序
を

公
正
な

形

で
維
持
す

る

こ
と
を

意
味
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
意

味

に
お
け

る

「
公

正
な
競
争

」
は
、

「①

市
場
参
加
者

(競
争
参

加
者
)
に
、
競
争

の
要
因

た
る

べ
き
事
項

に

つ
い
て
、
自
主
的

な
判
断

に
従

っ
て
事
業
活
動
を
行

い
う

る
状
態
、
す

な
わ
ち
競
争
機

能
を
自
由

に
発
揮
し
う

る
状
態
が
保

た
れ
て

い
る
と
同
時

に
、
②
企
業

性
を
前
提

と
し

た
企
業

の
能

率
、
製

品

の
価
格

・
品
質
な
ど

を

め
ぐ

っ
て
行
わ
れ
る
競
争

行
為

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
る
自
由
な
競
争

の
状
態
を

い
う
も

の
と
解
さ
れ
る
。
①

も
②
も
公
正
な
競
争

を
成
立
さ

せ
る
た
め

の
条
件

で
あ

っ
て
、
そ
れ
自
体

が
公
正
な
競
争

を
意

味
す

る
も

の
で
は
な

い
。

こ
れ
ら

の
条
件
を
充
足
し
て
形

(15

)

成
さ

れ
る
市

場
に
お
け

る
競
争

秩
序

が
、
「
公
正
な
競
争
」

に
ほ
か
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

そ
し

て
、
公
正
競
争
阻
害

性
と
は
、
①
事
業
者

の
競
争
機
能

の
自
由

な
行
使
、
②
事
業
者

の
競
争
機
能

の
、

そ

の
取
引
活
動

に
固

有
な

行
為

(能
率
、
製
品
の
価
格
最
質
等
)
に

つ
い
て

の
行
使

の
条
件

の

い
ず

れ
か
、
あ

る

い
は
両
方

が
制

限
さ

れ

て

い
る
場
合

を

、
(
16

)
.

レ

、つ

ま
ず
、
①
事
業
者

の
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

が
制
限
さ
れ

る
場
合

の
公
正
競
争

阻
害
性

に

つ
い
て
、
同
説

は
次

の
よ
う

に
述

べ
る
。

事
業
者

の

「
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使
を
人
為
的
な
か

た
ち

で
拘
束
す

る

こ
と
は
、
公

正
な
競
争

の
第

一
の
条
件
を
侵
す

こ
と

に

な
り
、
市
場

に
お
け

る

『
公
正
な
競
争
』
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
が
あ

る
と

い
う

こ
と
に
な

る
。

か
か
る
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

の

制
限

が
行
わ
れ
る
場
合

は
、

と
り
わ
け

「
力
」

の
差
異
を
前
提

と
し
た
強
者

に
よ
る
制
限

と
し

て
具
体
化
す

る

の
が

一
般

で
あ
り
、

か
か
る
制

限
は
、
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使
を
制
限
さ
れ

た
取
引
主
体

を
含

む
競
争

に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
通
し
て
、
直
接

に
市
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場

に
お
け
る
競
争
秩
序

に
影
響
す

る
可
能
性

が
あ
る
と
同
時

に
、

か
か
る
制
限
を

課
し

た
取
引
・王
体

を
含

む
競
争

に
影
響

を
与
え

る

こ
と
を
通

し
て
も
間
接
的

に
市
場

に
お
け
る
競
争

に
影
響

を
与
え

る

こ
と
に
な

る

の
で
あ
る
」
。

次

に
、
②
事
業
者

の
競
争
機
能

の
、
そ

の
取
引
活
動

に
固
有

な
行
為

(能
率
、
製
品
の
価
格

・
品
質
等
)
に

つ
い
て
の
行
使

が
制

限
さ
れ

る
場
合

の
公

正
競
争
阻
害
性

に

つ
い
て
、
同
説
は
以
下

の
よ
う

に
述

べ
る
。

「
個

々
の
事
業
者

の
競
争
機

能

が
、
当
該
事
業
者

の
取
引

活
動

に
固
有
な

行
為

に

つ
い
て

(能
率
、
製
品
の
価
格

・
品
質
等
)
行
使

さ
れ
ず
、
当
該
取
引

に
固
有

な
事
項
以
外

に

つ
い
て
競
争
行
為

が
行

わ
れ
る
場
合

に
は
、

公
正
な
競
争

の
第
二

の
条
件
を
侵
す

こ
と

に
な
る
。

(中
略
)
取
引

の
客
体

で
あ

る
商

品

・
役
務

を
め
ぐ

る
競
争

が
市
場

に
お

い
て
行

わ
れ

て

い
る
場
合

に
、

か
か
る
取

引

の

客
体

と
は
関
係

の
な

い
事
項
を
め
ぐ

っ
て
競
争

が
行

わ
れ

る

こ
と

に
な
れ
ば
、
か

か
る
競
争
ほ

当
該
商
品

・
役
務
を

め
ぐ

る
競
争

と

し
て

の
外
観
を
呈
し

て

い
て
も
、
当
該

取
引

の
客
体
を

め
ぐ

る
競
争

と
し

て
性
格

づ
け

る

こ
と
は
で
き
な

い
。
し

か
も

こ

の
種

の
競

争

は
、
事
業
者

の
力
、

と
り
わ
け
資
本

力

・
経
済
力
な

ど

の
差
異

が
競
争

の
結
果

を
左
右
す

る
と

い
う
性
格
を
も

つ
こ
と
に
な
り
、

(
17

)

か
か
る
競
争
手
段
自
体

が
公
正
競
争

阻
害
性

の
あ

る
競
争

手
段
と
し

て
性
格

づ
け

ら
れ
る

こ
と
と
な

る
と
考
え
ら
れ

る
」
。

本

説

の
、
第

一
説

と
対
比
し

た
と
き

の
特

徴

は
、
第

一
説

に
お

い
て

「
公

正
な
競
争

」

(狭
義

)

が

「
能

率
競
争
」
と
し

て
と
ら
え

ら

(18

)

れ

て
い
る

の
に
対
し

て
、

「
こ
の
こ
と

(能
率
競
争
ー
筆
者
)
が
、

『公

正
な
競
争
』

の
基
本
的

な
条
件

の

一
つ
で
あ

る

こ
と

に

つ
い
て
は

異
論

は
な

い
が
、

(中
略
)
か
か
る
条
件

の
前
提

と
し

て
、
市
場

の
構
成
員

の
全
体

に

つ
い
て
、
そ

の
競
争
機
能
を
自
由

に
発
揮

で
き

る

状
態

が
確
保

さ
れ
て

い
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

り
、
秩
序

と
し

て
の
公
正
な
競
争

は
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

の
総
合
と
し

て
性
格

づ
け

(
19

)

ら

れ

る

こ
と

に
重

点

を

お

く

こ
と

が
必

要

で
あ

る
」

と
し

て

い
る
点

に
あ

る
。

そ

こ
で

こ

の
点

に

つ

い
て
検

討
す

る
。

競
争

機

能

の
自

由

な

発

揮

は
主

と
し

て
取

引

関
係

に

つ

い
て
問

題

と
な

る

と
さ

れ

て

い
る

か

ら
、

排

他

条

件

付

取

引

の
場
合

を

取

り
上

げ

て

み
よ
う

。

次

の

よ
う

に
説

か
れ

て

い
る

。
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排
他
条
件
付
取
引

は
、
市

場
に
お
け
る
経
済
的
利
益

の
供
給
者

た
る
優

越
的
事

業
者

が
そ

の

「
力
」
を
行
使
し

て
、
供
給
を
受
け

る
側

に
排
他

「条

件
」
を
課
し
て
お

こ
な
う
取
引

で
あ
り
、

か
か

る
行
為

が

「
事
業
者

の
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使
」
を
内
容

と
す

る

「
公

正
な
競
争

」
を
阻
害
す

る
も

の
で
あ

る
。

だ
か
ら
、
ω
行
為
者

に

つ
い
て
、

一
定

の

「
力
」
を
前
提

と
し

て
排
他

「条
件
」

を
課
し
う
る
と

い
う
優
越
的

地
位
を
有

し
て

い
る
こ
と

(少
な
く
て
も

「競
争

の
場
に
お
け
る
有
力
な
事
業
者
」
で
あ
る
こ
と
)
が
必
要

で
あ
る
。
専
売
店

制
は
小
売

り
業
者

と

の
間

で
結
ば
れ
る

の
は
例
外

で
あ

り
、
生
産
業
者

と
卸
売

業
者

と

の
間

で
結
ば
れ
る

の
が

一

般

で
あ

る
が
、
中

小
生
産
者

が
中
小
販
売
者
と
な

ん
ら
か

の
理
由

で
排
他
的

に
結
合
し

て
も
、
そ
れ
は
本
指
定

で
排
他

「条
件
」

が

課
さ
れ
た
取
引

と
し
て
定

め
る
行
為
類
型

の
外

の
行
為
な

の
で
あ
る
。
②
行
為

に

つ
い
て
、
排
他
条

件
を
課
し
う
る

「
力
」

が
行
使

さ
れ
て
、
排
他
条
件

が
課
さ
れ

た
場
合

に
は
、
取
引

の
相

手
方

は
供
給
者
を
選
択
す

る
自
由
を
内
容

と
す

る
競
争

機
能

の
自
由
な
行

使
が
制

限
さ
れ

る

こ
と
に
な
り
、
競
争

機
能

の
自
由

な
行
使

を
内
容

と
す

る

「
公

正
な
競
争
」

が
阻
害

さ
れ
る

こ
と

に
な

る
。
㈹
さ

ら

に
、

「
正
当
な

理
由

の
あ

る
場
合
」
と
し

て
、
配
達
制

(新
聞
)
、
訪

問
販
売
制

(自
動
車
)

の
よ
う

に
商

品

の
特
殊
性

に
基
づ
く

(
20

)

不

可
欠

の
取
引
方
法

が
業
界
全
体

に
構
成
さ
れ
て

い
る
場
合

が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
上

の
よ
う

に

「
排
他
条

件
付

取
引
」

は
、

ω
行
為
者

の

「
優
越
的
地
位
」
を
前

提

と
し
た
、
②
取
引

の
相
手
方

の

「
競
争
機
能

の
自

由

な
行
使

の
制

限
」

で
あ

る
。

「
競
争

機
能

の
自
由
な
行
使

の
制

限
」

の
判
断
基
準

は
、

「他

に
代

わ
り
う

る
取
引
先

の
獲
得
可
能
性
」

で

あ

る
。

こ
れ

が
あ
れ
ば

「
競
争
機
能

の
自
由

な
行
使
」

は
制
限

さ
れ
て

い
な

い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
公

正
競
争
阻
害

性
も
な

い
こ
と
に
な

る
。

こ
こ
で
の
判
断

の
枠
組

み
は
、
流
通

・
取
引
慣
行

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
に
お
け
る
、

「
市
場

に
お
け
る
有

力
な
事
業
者
」
要
件

、
「
代
替
的

取
引
先

の
容
易
な
確
保
」
要

件

に
よ

り
判

断
す

る
と

い
う

判
断
枠
組

と
似

て

い
る

が
、
大
き
な
違

い
が
あ

る
。
第

二
説

に
お

い
て

は
、

「
他

に
代
わ
り
う
る
取
引
先

の
獲
得

可
能

性
」

の
有
無
を
、
流
通

・
取
引
慣
行

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に
お
け

る
よ
う

に
、
市
場
集
中
度

、
商
品
特

性
、
製
品
差
別
化

の
程
度
、
流
通
経
路
、
新
規
参
入

の
難

易
性
と

い

っ
た
市
場

の
状
況

や
、
当
該
制
限
を
課
す
る
事
業
者

の
市
場

に
お
け



㎎神奈川法学第30巻 第3号(420}

る
シ

ェ
ア
ー

や
ブ

ラ

ン
ド
カ

に

つ
い
て
の
判
断
を
介

在
さ

せ
ず

に
、
強
者

と

の

門
力
」

の
差
異
を
前
提
と
し
た
弱
者

の
競
争
機
能

の

「
自

由
な
行
使

の
制

限
」
を
そ
れ
自
体

と
し

て
評
価
し
、
そ
し

て
競
争
機
能

の

「
自
由
な
行
使

の
制
限
」

が
あ
れ
ば
、
自
由
を
制
限
さ
れ
た
取

引
主
体
を
含

む
競
争

に
な

ん
ら
か

の
影
響

が
生
じ
、
ま

た
自
由
を
制
限

し
た
取

引
主
体

を
含

む
競
争

に
も
な
ん
ら
か

の
影
響

が
当
然

に
生

じ
る

に
違

い
な

い
こ
と
を
も

っ
て
、
公
正
競
争
阻
害
性

の
要
件
は
充

足
さ
れ
る
と
す

る

の
で
あ

る
。

第

二
説

は
、

以
上

の
よ
う

に

「
公

正
な
競
争

の
基
本
的
な
条

件

の

一
つ
で
あ

る
能
率
競
争
」

の
前
提
と
し
て

「
競
争

機
能

の
自
由
な
行

使

の
確
保
」

を
置
き
、

こ
れ

の
確
保

は
も

っ
ぱ
ら
排
他
条
件
付
取
引

の
よ
う

な

縦

の
取

引
関
係

に
関

わ
ら
し

め
、
能

率
競
争

(製
品
の
価

(
21

)

格
、
品
質
等
)
自
体

の
確
保

に

つ
い
て
は
も

っ
ぱ
ら
横

の
競
争

関
係

に
関

わ
ら

し
め
る
と

い
う
点

に
特
徴
を
有

し

て

い
る
。

こ

の
場
合
、

横

の
競
争
関
係

に
お

い
て
も
、
競
争
者

の

「
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

」

の
制

限
が
生

じ
、
ま

た
縦

の
取
引
関
係

に
お

い
て
も
、
能
率
競

争

(製
品

の
価
格
、
品
質
等
)
の
確
保

と

い
う

こ
と
が
問
題

と
な

る
側
面
を

ど
う

評
価
す

る
か
と

い
う

こ
と
が
問
題

と
な

ろ
う
。
横

の
競

争
関
係

に
お
け
る

「
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使
」

に

つ
い
て
は
、
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

は
取
引
関
係
な

い
し
契
約
関
係

が
あ
る
場
合

に
限

る
と
す

る
な
ら
別

段
、
間
接
的

に
横

の
競
争
関
係

も
縦

の
取

引
行
為

の
影
響

を
受
け

る

の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
場
合

の
競
争

者

の

(22

)

「競
争

の
自
由
」

の
制
約
も

「
競
争
機
能

の
自
由

な
行
使
」

の
制

限

の
範
疇

に
含
ま
れ

る
と
解

し

て
も
よ

い
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
縦

の

取

引
関
係

に
お
け

る
能

率
競
争

(製
品
の
価
格
、
品
質
等
)

の
確
保

と

い
う

こ
と

に

つ
い
て
は
、
取

引
行
為

に
固
有
な
事

項

は
価
格
、

品

質
、

サ
ー

ビ

ス
で
あ

っ
て
、
縦

の
取
引
関
係

に
お

い
て
も

こ
れ
ら
を
主

要
な
条

件
と
し
て
取
引

が
行

わ
れ

て

い
る

こ
と
は
明
ら

か
で
あ

っ

て
、

「
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使
」

の
制
限
と

い
う

こ
と

は
、

こ
れ
ら
取
引
条

件

の
決
定

に

つ
い
て
問
題
と
な
る

こ
と

で
あ

る
。
し

た
が

っ
て
、
縦

の
取
引
関
係

に

つ
い
て
は
、
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

の
確

保
と

い
う

点
か
ら

の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
を
基
点

と
す
る
能
率
競
争

(製
品
の
価
格
、
品
質
等
)
の
確
保

と

い
う
点

か
ら
も
問
題
を

と
ら
え

る
こ
と

が
可
能

で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

結
局
第

二
説

に
お

い
て
は
、
「
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使

」
と

い
う

こ
と
は

「
公
正
な
競
争

」
全
体
を
成
立

さ
せ
る
前
提
条

件

で
あ

っ



て
、

こ
れ

の
制

限
を
も

っ
て

「
公
正
な
競
争
」

を
阻
害
す

る
お
そ
れ
を

一
元
的

に
判
断
し
う

る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
問
題
は

「
公

鋤ω

正
な
競
争
」
を

阻
害
す

る
お
そ
れ

の
判
断

に
あ

た

っ
て
、

「
競
争
機
能

の
自
由
な
行
使
」

の
侵
害

の
点

か
ら

一
元
的

に
判
断
す

る
か
、
あ

る

い
は
、

そ
れ
を
基
点
な

い
し
前
提

条
件

と
す

る
能
率
競
争

の
侵
害
と

い
う

「
取
引

(な

い
し
競
争
)
の
手

段

・方
法
」

の
点
か
ら

一
元
的

に
判
断
す

る
か
と

い
う
点

に
あ
る
と
思
わ
れ
る

(後
述
)
。

「公正 な競争 」 と 「自由 な競 争」(1)

 

四

(三
)

公
正
な
競
争
を

「阻
害
す
る
お
そ
れ
」
1

「競
争
の
減
殺
」
と
の
関
係

第

三
説

が
公

正
な
競
争

秩
序
を
成

立
さ
せ
る
条

件

の

一
つ
と
し
て

「
自
由
な
競
争
」
を
あ
げ
、

そ

の
侵
害
を

「市

場

に
お
け

る
競
争

の

減
殺

の
お
そ
れ
」

と
解
す

る

こ
と
に

つ
き
、
次

の
よ
う

な
批
判
が
あ

る
。

市
場

に
お
け
る
競
争

の
減
殺

の
お
そ
れ

が
あ
る
か
否

か
を
判
断
基
準

と
す
る

こ
と
は
、
市
場

に
お
け

る
競
争

の
減
殺
を
伴
わ
な

い

場
合

に
は
、

こ
の
面
に

つ
い
て
は
公
正
な
競
争

秩
序

が
維
持

さ
れ

て

い
る
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ

の
よ
う
な
基
準

は

「
事

業
者
相
互
間

の
自
由
な
競
争

が
妨
げ
ら
れ

て
い
な

い
こ
と
」
を

「
自
由
な
競
争
」

と
す

る
前
提

と
整
合
し
な

い
こ
と
に
な

る
。
市
場

に
お
け

る
自
由

な
競
争
そ

の
も

の
の
直
接
的
侵
害

の
可
能
性
を
公
正
競
争

阻
害
性

と
し

て
捉
え

る
と

い
う

こ
と
は
、
不
公
正
な
取
引

方
法

の
禁
止

を
、
競
争

の
実
質
的
制

限

の
前
段
階

に
お
け

る
規
制

、
す

な
わ
ち

一
種

の
競
争
制
限
規
制
と
し
て
性
格

づ
け

る
こ
と
に

な
り
、

正
当

で
は
な

い
。
ま
た
、
自
由
競
争
基
盤

の
侵
害
を
公
正
競
争
阻
害
性

の

一
つ
の
場
合

と
し

て

い
る
点

に

つ
い
て
も
、

公
正

な
競
争

秩
序

と
の
か
か
わ
り

の
あ
る
場
合

が
、
市
場

に
お
け
る
競
争

の
減
殺
を
意
味
す

る
と
す
れ
ば
、
自
由
競
争
基
盤

の
侵
害
を
公

正
競
争

阻
害
性

の
認

め
ら
れ
る
第

三

の
場
合

と
し

た
こ
と
が
意
味

を
失
う

こ
と
に
な

る
し
、
市

場

に
お
け

る
競
争

の
減
殺

に
連
な
ら

な

い
場
合

で
あ

っ
て
も

公
正
競
争

阻
害
性

が
あ
る
と
す

る
の
で
あ

れ
ば
、
事
業
者

の
競
争
機
能

の
制

限
が
、
市
場

に
お
け
る
競
争

の

減
殺
を
も
た
ら
さ
な

い
場
合

で
も

公
正
競
争
阻
害
性

が
認

め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
公
正
競
争

阻
害
性
を
市
場

に
お
け
る
競
争

の
減
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(
23

)

殺

の
お
そ

れ

と

し

た

こ
と

と
矛

盾

す

る
。

公

正
な

競

争

を

「
阻

害
す

る

お

そ

れ
」

は
、

妥

当

で
あ

ろ

う

。

後

述

す

る

よ

う

に
、

「
競

争

の
減

殺

」

を

意

味
す

る

も

の
で

は

な

い
か
ら

、

こ

の
批

判

は

三

「公
正
競
争
阻
害
性
」
要
件
の
解
釈
に
つ
い
て

「
公
正
な
競
争
」

お
よ
び

「
阻
害
す

る
お
そ
れ
」

の
解

釈

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま

で
の
諸
学

説

の
検
討
を

ふ
ま
え

て
、
次

の
よ
う

に
考

(
24

)

え
る

こ
と
が

で
き
よ
う

。

第

一
に
、

「
公
正
競
争
阻
害
性
」
を
論
ず

る
際

の
論

理
構
成

の
妥

当
性

が
問
題
と
な

る
。
す
な

わ
ち

「
公

正
な
競
争
」

の
阻
害

で
は
な

く
、
「
公

正
な
競
争

」
を
成

り
立
た
せ
る
条

件

の
と

こ
ろ

で
公
正
競
争

阻
害
性
を
論
ず

る

こ
と

の
妥
当
性

で
あ

る
。
第

一
説

は
、
公
正
な

競
争

の

「
理
想

型
と
し

て

の
能

率
競
争

は
現
実

に
は
達
成
し
え
な

い
」
も

の
で
あ

る
か
ら
、
公

正
な
競
争

を
可
能

と
す
る
条
件
、
す
な
わ

ち

「
自
由
な
競
争
」
を
破

壊
す

る
行
為

を
排
除
す

る
と
す

る
。

こ
の
場
合
、

な
ぜ

「
公
正
な
競
争
」
は
達
成
し
え
ず
、
そ
れ
を
可
能

と
す

る
条
件

11

「
公
正
な
競
争

の
基
盤

た
る
自
由
競
争
」

の
達
成

が
め
ざ
さ
れ
る

べ
き

な

の
か
が
、

「能
率
競
争
は
現
実

に
は
達
成
し
え
な

い
」

と

い
う

理
由
以
上

に
説

明

さ
れ

て
な

い
。
法

文
上

「
公

正
な
競
争
」

は
、
「
理
想

型
」

で
あ

る
と
な

し

と
を
問

わ
ず
、

そ
れ
自
身

の
意

味

・
内
容

が
解

釈
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
。
第

}
説

に
お

い
て
は
、
「
公

正
な
競
争

の
基
盤

た
る
自
由
競
争

」
に
関

わ

る

一

連

の
行
為
類
型
を
、

「
そ
れ
自
身

は
非
難

に
値
し

な

い
も

の
」
と
し

て

「
自
由
な
競
争

の
阻
害
」

と

の
関
連

で
問
題

と
す

る
と
さ
れ
、

と

く

に
こ
の
第

一
説

の
立
場
を
引

き
継

い
だ
第
三
説

に
お

い
て
は

「
公
正
な
競
争

の
基
盤

た
る
自
由
競
争

」
を
前
提

と
し

て

「
市
場

に
お
け

る
競
争

の
減
殺
」
を
判
断
す

る
と
し

て
お
り
、

「
公
正
な
競
争

(能
率
競
争
)
」

と

の
関
係

で
判
断

さ
れ
る

べ
き

こ
と
が
、

「
公
正
な

競
争

の
基
般
皿
た
る
自
由
競
争
」

と

の
関
係

で
判
断

さ
れ
、

し
か
も

「
競
争

の
減
殺

」
を
要
件

と
す

る
と

い
う

こ
と
に
な

る
と
、
法
文
か
ら
乖
離
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し
す

ぎ

る

と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

。

第

二

に
、

以
上

で
述

べ

た
と

こ
ろ

か

ら
、

二
条

九

項

各

号

列

挙

の
行

為

は
す

べ

て
、

「
公

正

な

競

争

(能

率
競
争
)
」

の
観

点

か

ら
解

釈

さ

れ

る

べ
き
も

の
で
あ

る
と

考

え

ち

れ

る
。

す

な

わ

ち

、

独
禁

法

二
条

九

項
各

号

の
行

為

は

、

「
不

公

正

な

取

引

方

法

」

と
題

さ

れ

て

い

る

と

こ
ろ

か

ら
も

知

ら

れ

る

よ
う

に
、

す

べ
て

「
取

引

方

法

」

で
あ

っ
て

、

「
不

公

正
」

と

い
う

性
格

を
与

え
ら

れ

た
も

の

で
あ

る

か
ら

、

「
自

由

な

競

争

」

と

い
う

観

点

か

ら

で

は
な

く

、

「
公

正

な

競

争

(能
率
競
争

)
」

の
観

点

か

ら

の

み
取

り

上

げ

ら

れ

る

べ

き

も

の

で
あ

る

か
ら

で
あ

る
。

「
公

正
な

競
争

」

の
概

念

の
な

か

に

「
自

由

な

競

争

」

を

入

れ

る

べ
き

で
な

い

こ
と

は
、

独

占
禁

止

法

一
条

が

「
公

正
且

つ
自

由

な

競
争

を

促

進
」

す

る

と

い

っ
て
公

正

な

競
争

と

自

由

な
競

争

を

区

別

し

て

い
る

こ
と

か
ら

も

明

ら

か

で
あ

る

と

い
わ

な
け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で
あ

る
。

そ

こ

で

「
公

正

な
競

争

」

の

「
自

由

な

競

争

」

と
区

別

さ

れ

た
概

念

で
あ

る

が
、

「
公

正
な

競
争

」

と

は

「
公

正

な

手

段

・
方

法

を

も

っ
て
す

る
競

争

(能
率

競
争

)
」

と

い
う

こ
と

が

で

き

よ

う

。

「
公

正

な

乎

段

・
方

法

」

と

は

「
価

格

、

品

質

、

サ

ー

ビ

ス
」

で
あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。

そ

れ
ゆ

え
、

価
格

、

品
質

、

サ
ー

ビ

ス
以

外

の
手

段

・
方

法

を

も

っ
て
す

る
競

争

は

公

正

と

は

い
え

な

い
競

争

と

い
う

こ

(
25

)

と
が
で
き
、
そ
れ

は
、
独
占

禁
止
法
二
条
九
項
列
挙

の
行
為

で
あ

る
と

い
う

こ
と

に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
、
二
条
九
項
各
号
列
挙

の
行

為

は
す

べ
て
公
正
な
競
争
を

阻
害
す

る
お
そ
れ

の
あ

る
不
公

正
な

「
取
引
方
法
」

で
あ

る
と
解
す

べ
き
で
あ

る
が
、

旧
法

の
も

と
で
、
不

当
な

ボ
イ

コ
ッ
ト
、
差
別
対
価
、
不
当
廉
売
、
強
制
取
引

・
勧
誘
、
排
他
約
款
付

取
引
、
拘
束
約
款
付
取
引

は

「
競
争
手
段
」

と
し

て
不

公
正
な

「
競
争
方
法
」

に
該
当
す

る
と
さ
れ
て

い
た

こ
と

か
ら
す

る
と
、
不

公
正
な

「
取
引
方
法
」

は

こ
れ
ら
不
公
正
な

「
競
争
手
段
な

い
し
競
争
方

法
」

に
あ
ら

た
に
加
え
ら
れ

た
優
越
的

地
位

の
濫
用
を
含
む
概
念

と

い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
意

味

で
、
第
三
説

が

「
競

争
手

段
な

い
し
競
争
方
法
」

と
し

て

「
欺
隔
的
取
引
、
顧
客
誘

因
、
抱

き
合

わ
せ
販
売
、
取
引
強
制
、
競
争
者

に
対
す

る
取
引
妨
害

・
内

部
干
渉
」

に
限
定
す

る
こ
と

に
は
、
旧
法

の
用
語
法

か
ら

み
て
も

こ
れ
ら

に
限

る
必
要

は
な
く
、

「
取
引
拒
絶
、
差

別
的
取
扱

い
、
不
当
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廉

売

、

排

他
条

件

付

取

引

、
再

販
売

価

格

の
拘

束

、

一
店

一
帳

合

制

、

テ

リ

ト

リ

ー
制

」

も

「
競
争

手

段

な

い
し

競
争

方
法

」

と

み

て
よ

い

の
で
あ

る
。

こ
れ

ら

は
優

越

的

地
位

の
濫

用
行

為

を

含

め

て

「
取

引

方

法

」

と

総

称

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

法

文

が

「
不

公

正
な

取

引

方

法

と

は
、

左

の
各

号

の

一
に
該

当

す

る
行

為

で
あ

っ
て
」

と

一
律

に
定

め
る

の
は

こ

の
意

味

で
あ

る

と
考

え

ら
れ

る

。

第

三

に
、

公

正

な

競

争

を

「
阻
害

す

る

お

そ

れ

」

の
解

釈

が

問

題

と

な

る
。

「
公

正

な

競

争

(11
公
正
な

手
段

・
方
法

を
も

っ
て
す

る
競

争

11
価
格

・
品
質

・
サ
ー

ビ
ス
を
も

っ
て
す

る
競
争
)
」

を

「
阻

害

す

る

お

そ

れ
」

と

は
、

「
価

格

・
品

質

・
サ

ー

ビ

ス
以

外

の
手

段

・
方

法

を

も

っ
て
す

る

競
争

」

自

体

の

こ
と

で
あ

る

と

い
え

よ

う

。

こ

こ

で
は

競
争

の
手

段

・
方

法

が

問

題

で
あ

っ
て
、

公

正

な

手

段

・
方

法

(価
格
、
品
質
、
サ
ー

ビ
ス
を
手
段

・
方
法
と
す

る

こ
と

が
公

正
さ

で
あ

る
が
、

と
り
わ
け
価
格

を
手
段

と
す

る

こ
と

が
そ

の
中
心

を
な
そ
う
)
以

外

の
手

段

・
方

法

が
用

い
ら
れ

て

い
れ

ば
、

そ

の

こ
と

に

よ
り

競

争

へ
の
影

響

が
な

ん

ら

か

の
程
度

に
お

い
て
生

じ

る

の

で
、

原

則

と
し

て
競

争

を

阻
害

す

る

「
お

そ
れ

」

が
あ

る

と

い
う

こ

と

に

な

ろ

う

。

「
公

正

な

手

段

・
方

法

以
外

の
手

段

・
方

法

を

も

っ
て
す

る

競

争

」

は
、

そ

の

こ
と

に
よ

り

行

為

者

の
競
争

力

を

強
化

す

る

こ
と

で

「
公

正
な

手

段

・
方
法

を

も

っ
て
す

る
競

争

」

と
は

別

の
状

態

を

作

り

だ

す

も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

例

え

ば

専
売

店

制

を
例

と

し

て

み

る

と
、

こ
れ

は
価

格

、

品

質

、

サ

ー

ビ

ス
以

外

の
手

段

・
方
法

を

も

っ
て
競

争

を

行
う

も

の

(非
能

率
競
争
)

で
あ

る

か

ら

、

基
本

的

に
、

そ

の
よ
う

な

手

段

・
方

法

を

用

い
る

こ
と
自

体

で

「
公

正

な

手

段

・
方

法

を

も

っ
て
す

る
競

争

」

を

阻

害

す

る

お

そ

れ

が
あ

る

と
評

価

さ

れ
、

違

法

と

さ

れ
う

る

の
で
あ

る
。

こ

の
場

合

の
判

断

は

「
市

場

に

お
け

る

競

争

の
減

殺

」

の
立

証

を

必

要

と

す

る
も

の

で
は

な

く

、

当

該

取

引

の
全

体

構

造

と

の
関

係

に

お

い
て
当

該

行

為

の

「
不

公

正

な

性

(
26

)

格

」

を

明

ら

か

に
す

る

こ
と

に
よ

り

行

わ

れ

る

べ
き

も

の

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る

。

四

お
わ
り
に

こ
の
よ
う

に

「
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
」
を
解
す

る
と
す

る
と
、
正
当
な
事
業
行
為
ま

で
も
不

公
正
な
取
引
方
法

に
該
当
す
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る
と
す

る
こ
と
に
な
り
、
厳
格

に
す
ぎ
る
と

い
う
批
判

が
生
じ
よ
う
。

し
か
し
独
禁

法
二
条
九

項
は
明
ら
か
に
、
能

率
競
争

と
し

て

の
み

観
念

さ
れ
る
公
正
な
競
争

の
実

現
を
要
求

し
て
お
り
、

そ
れ
は
ま

た
、
中

小
企
業

が
大
企
業

と
競
争

し
う

る
唯

一
の
道

で
あ

り
、

一
般
消

費
者

に
最
大

の
効
用
を
も

た
ち
す

も

の
で
も
あ

る
。
能
率
競
争
を
純
粋
な
形

で
実
現
す

る

こ
と
は
競
争
秩
序

の
形
成

に
と
り
不
可
欠

で
あ

り
、

そ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
立
法
者

の
判
断

は
尊
重

さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ

る
と
思

わ
れ
る
。

以
上

で
述

べ
た

「
公
正
競
争
阻
害
性
」

の

考
え
方

に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
独
禁
法

の
立
法
時

お
よ

び
そ
の
後

の
改

正
時

に
遡

の
ぼ

っ
て
検
討

を
続
け

て

い
く

こ
と

に
し
た

い
。

「公正 な競争 」 と 「自由 な競争」(1)

 

紹

注(
1
)

今
村
成

和

『新

版
独
占
禁
止
法
』

(有
斐
閣

一
九
九

〇
年
)
九
八
頁
参
照
。

(
2
)

正
田
彬

『
独
占
禁
止
法
』

(日
本

評
論
社

一
九
八
八
年
)

二
九
七

頁
。
同
様

の
考
え

は
、

一
九
五
三
年

(昭
和

二
入
年
)
法

改
正
後

の
、
公

正
取

引

委
員
会
事
務

局
編

『改

正
独
占
禁
止
法
解

説
』

(
一
九
五

四
年
、

日
本
経
済
新
聞

社
)

に
も

み
ら
れ
る
。

「
元
来
、
独
禁
法
上

の
不

公
正
な
取
引
方
法
は
、

経
済
的

強
者

た
る
立
場

に
あ

る
も

の
が
主

と
し

て
こ
れ
を
行

い
得

る
も

の
で
あ

る

(中
略
)

が
、
経
済
力
濫
用
禁
止

の
規
定

は

こ
れ
を
端
的

に
示
す
も

の

で
あ

る
。

し
か
し
、
顧
客
奪
取
、
排
他
約
款

つ
き
取
引
、
拘
束
条
件

つ
き
取
引
等

は
既
述

の
各
号

に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
規
制
を
受
け

る
の
で
、
実
質
的

に
は

こ
れ
ら

の
取
引
方
法

に
該
当
し
な

い
取
61
方
法

の
み
が

こ
の
条
項

の
適

用
を
受
け

る

こ
と
に
な

る
」

(同
書

二
二
八
頁
)
。

(
3
)

今
村
成
和

『
独
占
禁
止
法
入
門

(第

4
版
)
』

(有

斐
閣

一
九
九
〇
年
)

一
六
七
頁
。

(
4
)

今
村

・
前
掲
注

(1
)
一
四
六
頁

お
よ

び
九

一
頁
。

(
5
)

正
田
彬

「
不

公
正
な
取
引
方
法
と
公
正
競
争

阻
害

性
」
経
済
法
学
会
編

『
独
占
禁
止
法
講
座

V
』

(商
事
法
務
研
究
会

…
九

八
五
年
)

一
七
頁
。

(6
)

今
村
成
和
他
編

『
注
解
経
済
法

(上
)
』

(青
林
書

院

一
九
八
五
年
)

二
三
頁

門今
村
執
筆
]
、
今
村

・
前
掲
注

(
1
)
五
頁
。

(
7
)

今
村

・
前
掲
注

(
1
)
九
六
頁
。

(8
)

今
村

・
前
掲
注

(
3
)

一
一
六
頁
。

(9
)

今
村

・
前
掲
注

(
1
)
九
六
頁
。

(10
)

法

が

一
律

に
取
引
方
法

(
な

い
し
競
争
方
法

)
と
し

て

い
る
行
為
類
型
を

二
類

型
に
分
け
、
そ

の

一
は
公
正
競
争

(能
率
競
争

)
と

の
関
係

で
判
断
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し
、
そ

の
二
は
自
由
競
争

と
の
関
係

で
競
争
阻
害
性
を
判
断
す

る
と
す

る

の
は
、
す

べ
て
の
行
為
類
型
を
公
正
競
争

(業
績
競
争
)
と

の
関
係

で
判
断
す

る
と
す
る
規
定

の
文
意

か
ら
離
れ

る
も

の
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、

「
そ
れ
自
体
非

難

に
値
す

る
取
引
方
法
」

と

「
そ
れ
自
体
非
難

に
値
し
な

い
取
引
方
法
」

と
を
区
分
す
る

こ
と
は
、
競
争
阻
害
性

の
判
断

に
先
立

っ
て

一
定

の
取

引
方
法

(な

い
し
競
争

方
法
)
自
体
を
先
見
的

に
競
争
阻
害
性
と

の
関
係

で
判
断

し

た
上

で
の
分
類
に
よ
る
も

の
で
、

こ
の
よ
う
な

ア
プ

ロ
ー
チ
は
規
定

の
構
造

が
要
求
す

る
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

(11
)

第
三
説
は
、
公
正
取
引
委
員
会

・
独
占
禁
止
法
研
究
会

「
不

公
正
な
取
引
方
法

に
関

す
る
基
本

的
な
考
え
方
」

(
一
九

八
二
年
)

に
お
け

る
も

の
で
あ

る
。
公
正
取
引
委

員
会
事
務
局

に
よ

る
独
占
禁

止
法

の
解
説
書

で
あ

る
地
頭
所
五

男
編

『新

し

い
独
占
禁
止
法

の
実
務
』
六
九
ー

七
〇
頁

(
一
九
九
三

年
、
商
事
法
務

研
究
会
)

に
お

い
て
も
、

こ
の
立
場

が
と
ら
れ
て

い
る
。
同
説

は
、

一
九
八
〇
年

の
公
正
取
引
委
員
会

・
独
占
禁
止
法

研
究
会
報
告

に
お

け

る
次

の
見
解

を
発
展

さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
「
公
正
競
争
阻
害
性

の
と
ら
え
方

と
し
て
、
大

き
く
次

の
二

つ
が
あ
る
。
第

一

市

場

に
お
け

る
公
正
競

争

11
価
格

・
品
質

に
よ
る
競
争

(能
率
競
争
)
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
。
第
二

取
引
相
手
方

の
事
業
活
動

の
制
約

に
よ

っ
て
、
そ

の
競
争
機

能

が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
。
市
場

に
お
け

る
競
争

を
直
接

に
問
題
と
す

る
第

一
の
考

え
方

を
基
本

と
す

る

が
、

販
売

業
者

の
従
属

化
も
販
売
業
者
間

の
競

争
、

ひ
い
て
は
製
造
業
者
間

の
競
争
を
阻
害
す

る
側
面
を
有
す

る
の
で
、
第

一
、
第
二

の
考
え
方

の
い
ず

れ
か
を
排
他
的

に
と
ら
ず
、
対
象

と
な

る
行
為

の
性
格
、
効
果

に
即
し

て
、

二

つ
の
考
え
方
を
有

機
的
に
組

み
合

わ
せ
る
」
。

(12
)

独
占
禁

止
法

研
究
会

・
前
掲
注

(
11
)
「
不

公
正
な
取
引
方
法

に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
」

(
13
)

正
田

・
前
掲
注

(
5
)

二
六
頁
。

(
14
)

今
村

・
前
掲
注

(
3
)

=

九
頁
。

(
15
)

正
田

・
前

掲
注

(
5
)

一
五
頁
。

(
16
)

同
説
に
お

い
て
独
占
禁
止
法

一
条

の

「
公
正
且

つ
自
由
な
競
争
」

は
、
ω

「
競
争
当
事
者

が
、

そ

の
取
引
活
動

に

つ
い
て
、
自
主
性

・
独
立
性
を
確
保

し

て

い
る

こ
と

(
こ
の
こ
と
は
競
争
機

能

が
確
保

さ
れ

て

い
る

こ
と
に

ほ
か
な

ら
ず

、
そ
れ

に
よ

り
市

場

に
お
け

る
自

由
な
競
争

の
状
態

が
成
立
す

る
)
」
、
②

「
事
業
者
間

の
競
争
が
、
当
該
事
業
者

の
行

っ
て

い
る
事
業
活
動

に
固
有
な
行
為
を

と
お
し
て
行
わ
れ
る

こ
と

(
こ
れ
以
外

の
行
為
に
よ

っ
て

競
争
が
行

わ
れ
る
場
合

に
は
、
競
争

手
段
を
め
ぐ

っ
て
、
単

に
企
業

の
資
本
力
な
ど

に
も
と
つ
く
競
争

に
お
け

る
優
位

性

の
確
保
な
ど

の
結
果
が
も
た
ら

さ
れ
る
ご
、
㈹

「
取
引
行
為

が
、
事
業
者

の
事
業
者
性
を
前
提

と
す
る
も

の
で
あ
る

こ
と
」
を
必
要

と
す

る
と
解

さ
れ
て

い
る
か
ら

(正
田
彬

・
独
占
禁

止
法
1
、

一
一
五
頁
参
照
)
、

「
公
正
競
争

」
と

「
公
正
且

つ
自
由
な
競
争

」
と
は

ほ
ぼ
同
様

の
意
味
を
有

し
て

い
る

こ
と
に
な
り
、

「
公
正
な
競
争
」

と

「
自
由
な
競
争
」
と
は
と
り
た
て
て
区
別
さ
れ
ず
、

一
体

の
も

の
と
理
解

さ
れ
て

い
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
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(
17
)

正
田
前
掲
注

(
5
)

一
七
頁
、

同
前

掲
注

(2
)
三
〇
九
頁
。

(
18
)

こ
の
よ
う

に
理
解
す
る

こ
と
は
、

「
公

正
競
争
を
価
格

・
品
質
に
よ
る
競
争

(能
率

競
争
)
と
し

て
と
ら
え
、
市

場

に
お
け

る
そ
の
よ
う

な
競
争
を

阻

害
す

る
こ
と
を
不
当
性
と
し
て
と
ら
え

る
考
え
方
」

と
理
解
さ
れ

て

い
る

(実
方
謙

二

「
流
通
系
列
化

の
競
争
制
限
効
果
と
違
法
性

の
基
準
」
経
済
法
学

会
年
報

一
号
、

一
八
頁
)

こ
と
か
ら
も

一
般

で
あ

る
が
、
公
正
競
争
阻
害
性
と

の
関
係

で
は
、
そ

の
基
礎

で
あ
る
自
由
な
競
争

の
侵
害
を
も

っ
て
公
正
な

競
争

の
侵
害

と
解

し
て

い
る
点

の
問
題

に

つ
い
て
は
す

で
に
述

べ
た
。

(19
)

正
田

・
前
掲
注

(
5
)

一
五
-

一
六
頁
。

(20
)

正
田

・
前
掲
注

(
2
)
三
八
〇
、
三
八
四
頁
。

(
21
)

公
正
競
争
阻
害
性

に

つ
き
、
舟

田
正
之

「
不

公
正
な
取
引
方
法

と
消
費
者

保
護
」
消
費
者

法
講
座

3

(
日
本
評

論
杜
、

一
九
入
四
年
)
、

=

二
～

一

=
二
頁
、

一
六
二
頁

は
、
第
二
説
と
共
通

の
認
識
を
も

ち

つ
つ
も
、
次

の
よ
う

に
述

べ
て
、

こ
れ
を
批
判
し

て

い
る
。
公
正
な
競
争

と
は
良
質
廉
価
な
商

品
又
は
役
務

の
提
供
を
唯

一
の
手
段
と
し

て
、
顧
客
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る

こ
と

(能

率
競
争
)
で
あ

る
。
公
正
な
競
争

を
可
能
な
ら
し

め
る
条
件
は
、

①
市
場

に
お
け

る

「
競
争

の
実
質
的
制
限
」
が
な
く
、
自
由

に
競
争

が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
。
②

公
正
な
競
争

の
構
成
要
素

と
し
て
の
各
市
場
参
与
者

の

「
取
引

の
自
由

」
が
実
質
的

に
機
能
し

て

い
る
こ
と

で
あ
る
。

「
公

正
な
競
争

を
可
能

な
ら
し
め
る
条
件
」
を
破
壊
す

る
行
為
は
具
体
的

に
何

に
向
け
ら
れ

て

い
る
か
と

い
う

と
、
そ
れ
は
②

で
あ

る
。

こ
の
市
場
参
与
者

の

「
取
引

の
自
由
」
を
侵
害
す
る
行
為

の
態
様

は
次

の
二

つ
で
あ

る
。
ω
行
為
者

の
取
引

の
相
手
方

(顧
客
)

の
取
引

の
自
由

の
侵
害

(不
当

な
顧
客
誘
引
、
優
越
的
地
位

の
濫
用
)
、

②
行
為
者

の
競
争
者

の
取
引

の
自
由

の
侵
害

(不
当
対
価
、

排
他
条
件

・
拘
束
条
件
付
き
取
引
、

競
争
事
業
者

に
対
す

る
取

引
妨
害

・
内
部
撹

乱
)
。
な

お
、
取
引
拒

否
、
差

別
的
取
扱

い
は
、
ω
、
②

の

い
ず

れ

に

あ

た
る
場
合
も
あ

る
。

(
22
)

な
お
、
舟

田

・
前
掲
注

(21
)

一
六
二
頁
参

照
。

(
23
)

正
田

・
前
掲
注

(
5
)
二
五
-

二
七
頁
。

(
24
)

高
橋
岩
和

「
生
産

に
か
か
わ
る
取
引
慣
行

と
独
禁
法
」
経
済
法
学
会

年
報

一
五
号

(有

斐
閣

一
九
九
四
年
)
、

一
七
頁
以

下
参

照
。

な
お
、
経
済
法

学
会
年
報

一
六
号

(有

斐
閣

一
九

九
五
年
)

に
経
済
法
学
会

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に
お
け

る
筆
者

の
発
…昌
の
記
録

が
あ

る
。

(25
)

こ
の
よ
う

に

触
公
正
な
競
争
」
を
解

す
る

こ
と
に
対
す

る
批
判

と
し

て
、
さ
し
あ

た
り
、
舟
田
正
之

「
規
制
緩
和

の
過
程

に
お
け
る

『
公
正
な
競
争
ご

ジ

ュ
リ

ス
ト

一
〇
八
一
一号
、

一
九
九
六
年
、

一
六
四
頁
参
照
。

(26
)

排
他
条
件
付
取
引
は
、
行
為
者

の
相
手
方

が
白
主
的

に
行
為
者

の
商
晶

の
み
に
営
業
努
力
を
傾
注
す

る
決
定
を

お

こ
な

い
、
そ

の
結
果

相
手
方

に
お

い
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て
行
為
者

の
商

品

の
み
が
取

り
扱

わ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
と

い
う
場
合
を
除

い
て
、
行
為
者

が

「
相
手
方

が
競
争
者
と
取
引

し
な

い
こ
と
を
条

件
と
し
て

当
該
相

手
方
と
取
引
す

る

こ
と
」

は
競
争
手
段
と
し

て
基
本
的

に
公
正
と
は

い
え
な

い
性
格

の
も

の
で
あ

る

(原
則
と
し
て
違
法

で
あ

る
)
と

の
認
識
か

ら
判
断

が
お

こ
な
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま

た

「
複
数

の
事
業
者

が
そ
れ
ぞ
れ
並
行
的

に
自
己

の
競
争
者
と

の
取
引
を
制
限
し

て
い
る
よ
う

な
場

合
は
、

一
事
業
者

が
お
こ
な
う
場
合

に
比

べ
て
市
場
全
体

と
し

て
競
争
者

の
取
引

の
機

会
が
減
少
し
、
他

に
代
わ
り
う

る
取
引
先
を
容
易

に
見

い
だ
す

こ

と
が

で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
が
生
じ

る
可
能
性
が
強

い
」

と
さ
れ

て

い
る
が

(流
通

・
取
引
慣
行

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
第

一
部

(注

9
)
参

照
)
、

こ
の
よ
う

な
場
合

も
、
基
本
的

に
公

正
と
は

い
え
な

い
競
争

手
段
を
も
ち

い
て
自
己

の
市
場

に
お
け
る
競
争
力
を
強
化
す
る
も

の
で
あ
り
原
則
的

に
違
法

と
さ
れ
る

べ
き

で
あ
る
。
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